
項 目 ページ
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６農林水産業費

316,662,774円
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（歳出 6 農林水産業費）

農 林 水 産 業

農 業 費 １５６，５４０，２４５円

○ 農 業 委 員 会 費 （ １５，２１６，８８２円） ［農業委員会事務局］

農業委員会経費

１ 農業委員会

(1) 農業委員会会議開催状況

総会 12回 全員協議会 12回

農政部会 ３回 経営部会 １回 土地部会 ５回

(2) 付議事項

ア 農地法関係等処理状況 （単位：件、筆、㎡）

イ その他の事案処理状況

件 名 件 数 筆 数 面 積

農地法第３条許可申請 （移転） 62 120 52,786

〃 第３条許可申請 （設定） 0 0 0

〃 第３条の３第１項届出 （相続） 41 133 71,175

〃 第４条許可申請 （転用） 0 0 0

〃 第４条第１項第８号届出 （転用） 45 71 21,447

〃 第５条許可申請 （転用） 0 0 0

〃 第５条第１項第７号届出 （転用） 113 184 59,138

〃 第18条第６項通知 （解約） 0 0 0

特定農地貸付けの承認 0 0 0

生産緑地にかかる農業の主たる従事者についての証明 12 38 25,865

相続税の納税猶予に関する適格者証明 8 30 28,684

相続税の納税猶予にかかる特例農地等の利用状況確認について 0 0 0

引き続き農業経営を行っている旨の証明 56 187 127,182

農業経営基盤強化促進法第18条第１項の規定による農用地利用集

積計画の決定について
21 43 24,528

合 計 358 806 410,805

区 分 件 名 結 果

第 １ 回

農業委員会による非農地証明について

決 定農地中間管理事業の推進に関する法律第18条第１項の規定による農用地利

用集積等促進計画案について

第 ２ 回 農業委員会による非農地証明について 決 定

第 ３ 回

農業委員会による非農地証明について

決 定都知事による非農地証明に伴う農業委員会の農地性の確認について

農地中間管理事業の推進に関する法律第18条第１項の規定よる

農用地利用集積等促進計画案について

-349-



２ 国有農地貸付状況 （単位：件、筆、㎡）

※ 転用貸付の筆数は、農耕貸付と同一筆を一部利用しているため計上しない。

３ 証明件数 （単位：件）

区 分 件 名 結 果

第 ４ 回

農業委員会による非農地証明について

決 定
農地中間管理事業の推進に関する法律第18条第１項の規定による農用地利

用集積等促進計画案について

農地法第５条第１項の規定による許可申請について（変更）

第 ５ 回

農業委員会による非農地証明について

決 定農地中間管理事業の推進に関する法律第18条第１項の規定による農用地利

用集積等促進計画案について

第 ６ 回
農地中間管理事業の推進に関する法律第18条第１項の規定による農用地利

用集積等促進計画案について
決 定

第 ８ 回

農業委員会による非農地証明について

決 定都知事による非農地証明に伴う農業委員会の非農地性の確認について

青梅市農業振興地域整備計画の変更に対する意見について

第 ９ 回

都知事による非農地証明に伴う農業委員会の非農地性の確認について

決 定農業経営基盤強化促進法第18条第１項の規定による農用地利用集積計画

の決定について

第 10 回

都市農地の貸借の円滑化に関する法律第４条第１項の規定による事業計画

の認定についての決定について 決 定

農業経営基盤強化促進法に基づく地図の素案の提出について

第 11 回

都市農地の貸借の円滑化に関する法律第４条第１項の規定による事業計画

の認定についての決定について
決 定

農地中間管理事業の推進に関する法律第18条第１項の規定による農用地利

用集積等促進計画案について

区 分 地 目 件 数 筆 数 面 積

農地法施行令第15条の２ （農耕貸付） 畑 12 12 2,574

農地法施行規則第44条の３（転用貸付） 〃 0 0 0

未貸付（開拓財産を含む） 〃 55 55 146,403

合 計 67 67 148,977

耕 作 証 明 許可書等交付済証明 合 計

10 37 47
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（歳出 6 農林水産業費）

４ 農業振興共進会の後援

５ 農業委員会だよりの発行

委員会の広報活動として、農家への情報を掲載した「農業委員会だより」を発行、

配布した。第86号（令和６年７月発行）、第87号（令和７年２月発行）

６ 研修会等について

農業委員の日常業務である相談活動や議案審議の際の参考にするため、委員研修等

に参加した。

名 称
実 施

月 日
出品点数

農 業 委 員 会 長 賞

受 賞 者

（ 品 目 名 ）

第 4 6回 三 田 地 区 総 合 文 化 祭 農 産 物 共 進 会 11.10 170
浅 香 一 巴

（キウイフルーツ）

令和６年度梅郷地区総合文化祭農産物共進会 11.10 114
野 村 勝

（キウイフルーツ）

第 3 6 回 小 曾 木 地 区 農 業 祭 農 産 物 共 進 会 11.9 110
川 鍋 重 美

( 鶏 卵 )

令 和 ６ 年 度 成 木 地 区 文 化 祭 農 産 物 共 進 会 11.10 142
大 野 喜 平

（ サ ツ マ イ モ ）

令和６年度ＪＡ西東京農業祭農産物共進会 11.23 332
サ シ ダ 園

( 煎 茶 )

令和６年度ＪＡ西東京農業祭参加作品共進会 11.23 332
須 藤 幸 子

( 寄 せ 植 え )

開 催 日 会 議 ・ 研 修 会 名 等 会 場 等

4.17 西多摩地方農業委員会連合会総会 瑞穂町役場

5.29 国会議員との意見交換会 衆議院第一議員会館

5.29 令和６年度全国農業委員会会長大会 渋谷公会堂

7.9 農業委員会地区別広域連携会議 瑞穂町役場

8.23 西多摩地区農業委員・農地利用最適化推進委員研修会 市役所(WEB 開催)

9.10 西多摩農業改良普及事業協議会意見交換会 西多摩農業協同組合 本店

9.26 農業委員会会長職務代理・部会長研究集会 清瀬市

10.28～29 農業委員会会長研究集会 大阪府

11.19 東京都農業会議事業推進協議会 主婦会館

12.13 農地流動化・利用集積計画現地研究会 瑞穂町・立川市・小平市

1.14 西多摩地区農業委員会検討会 福生市

1.30～31 西多摩地方農業委員会連合視察 茨城県・千葉県

2.20 東京都農業委員会・農業者大会 昭島市

７ 地域住民との交流活動

市内在住の親子を対象に農業体験会を計画し、田植え、稲刈りを実施

期 日 内 容 講 師 参 加 者 数

6.15 田 植 え
農 業 委 員 会 経 営 部 会

33人

10.12 稲 刈 り 27人
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○ 農 政 費 （ １２７，８５７，３０８円） ［農林水産課］

１ 農業振興対策審議会経費

(1) 青梅市農業振興対策審議会委員

任期：令和５年10月１日～令和７年９月30日 ◎は会長、○は副会長

(2) 会議開催状況

２ 農業育成指導経費

(1) 農業振興共進会の後援

(2) 農業団体補助金

氏 名 選 出 区 分 備 考 氏 名 選 出 区 分 備 考

◎ 松 永 重 徳 農業協同組合

の 代 表 者

久 保 田 聡

知 識 経 験 者

篠 田 好 則 嶋 田 竜 太 郎 R6.3.31退任

○ 加 藤 仁 志
農 業 委 員

坂 田 ひ と み 4.1就任

久 保 田 正 寿 相 原 宏 次

野 村 直

農業関係団体の代表者

9.4退任 古 屋 松 代

榎 戸 茂 之 9.5就任

関 塚 貢 司

日 開催場所 出席者数 内 容

1.14 市役所 8人

(1)第四次青梅市農業振興計画の策定について

(2)第三次青梅市農業振興計画の取り組み状況について

(3)第四次青梅市農業振興計画策定スケジュールについて

(4)農業振興に関するアンケート調査について

3.12 市役所 8人 (1)第四次青梅市農業振興計画概況調査の進捗状況について

名 称 実 施 月 日 出品点数
市 長 賞 受 賞 者

( 品 目 名 )

第 4 6回 三 田 地 区 総 合 文 化 祭 農 産 物 共 進 会 11.10 170
鈴 木 和 男

（ キ ャ ベ ツ ）

令和６年度梅郷地区総合文化祭農産物共進会 11.10 114
青 木 茂

( サ ト イ モ )

第 3 6 回 小 曾 木 地 区 農 業 祭 農 産 物 共 進 会 11.9 110
繁 昌 知 洋

( ダ イ コ ン )

令 和 ６ 年 度 成 木 地 区 文 化 祭 農 産 物 共 進 会 11.10 142
武 藤 英 司

( シ ョ ウ ガ )

令和６年度ＪＡ西東京農業祭農産物共進会 11.23 332
川 口 悠

( シ イ タ ケ )

令和６年度ＪＡ西東京農業祭参加作品共進会 11.23 332
小 野 由 美

( 寄 せ 植 え )

団 体 名 補助金額 補 助 目 的 備 考

青梅市農業振興

団体連絡協議会
400千円

農業振興事業の

助成

青梅市畜産振興会 青梅市そさい振興会

青梅きのこ生産振興会 青梅市茶業振興会

青梅市花卉生産研究会 調布柿生産組合
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（歳出 6 農林水産業費）

(3) 体験実習農園の利用者等

(4) シイタケ栽培講習会の開催

(5) 施設管理委託

３ 農業後継者育成事業経費

４ 農作物被害防除経費

(1) 農作物被害防除状況 （単位：ａ）

(2) ツキノワグマ防除対策事業 （単位：千円）

使用団体数 利 用 者 数 使 用 面 積 使 用 区 画 使 用 期 間

12団体 68人 900㎡ 12区画 R6.4.1～R8.1.31

期 日 内 容 参 加 者 数 講 師

2.22 ほだ木の配布と育成管理指導 55人 青 梅 き の こ 生 産 振 興 会

委 託 名 称 契 約 金 額 受 注 者 契 約 期 間

花 木 園 施 設 内 花 木 等

肥 培 管 理 業 務 委 託
570千円 小 曾 木 農 業 者 振 興 会 4.1～3.31

団 体 名 補助金額 補 助 目 的 備 考

西 東 京 農 協

青 壮 年 部
45千円

農業後継者組織

への補助

グリーンプラム -
女性農業者組織

への補助

令和６年度においては、補助金の交付を行わなかっ

た。

種 別 防 除 時 期 防除延面積 備 考

水 稲 病 害 虫 防 除 ５月～８月 1,560 共同防除

果 樹 〃 ５月～８月 100 〃

有 害 鳥 獣 捕 獲

カラス 通年

市 内 全 域

カラス 0羽

イノシシ 通年 イノシシ 28頭

ハクビシン 通年 ハクビシン 21頭

アライグマ 通年 アライグマ 87頭

アナグマ 通年 アナグマ 1頭

タヌキ 通年 タヌキ 21頭

ニホンザル 通年 ニホンザル 2頭

ツキノワグマ 通年 ツキノワグマ 0頭

委 託 業 務 名 事 業 内 容 契約金額 受 注 者 契 約 期 間

ツ キ ノ ワ グ マ

防 除 対 策 事 業

出没時の追い払いやその

後の見回り、わなの設置

およびその管理、講習会

の開催

1,279
（公社）東京都

猟友会
12.4～3.31
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５ 梅の里再生事業経費

梅郷全域、和田町全域、柚木町１丁目と２・３丁目の一部、二俣尾１～３丁目と

４丁目の一部、畑中１・２丁目の一部と３丁目、日向和田全域を事業対象地区とし、

ウメ輪紋ウイルスまん延防止対策を行った。

(1) 感染状況調査

事業対象地区内の再植栽樹等を対象として感染状況調査を行った。また、調査実

施植物にウメ輪紋ウイルス（以下「ＰＰＶ」という。）の感染が確認された場合は、

所有者の同意を得たうえで伐採および伐根を行った。

(2) アブラムシ防除

事業対象地区内のウメの生産を目的としたウメ生産樹等を対象として、ＰＰＶを

媒介するアブラムシを防除するための消毒を年２回実施した。

(3) その他の取り組み

事業対象地区内およびその周囲の住民に対し、今後の防除対策を確立することを

目的とした、地域に適したＰＰＶの防除マニュアルの配布を行った。

また、ウメ生産農家への自発的なＰＰＶ防除対策を周知するために、ＰＰＶの専

門家を講師に招き、技術講習会を実施した。

６ 農林業近代化資金融資関係経費

農林業近代化資金利子補給金 （単位：千円）

※ （ ）内は件数

７ 地域農政推進事業経費

(1) 青梅市担い手育成総合支援協議会

(2) 認定農業者等制度

ア 認定農業者数 59人

イ 認定新規就農者数 12人

実施時期 調査実施園地数 調査実施植物数 感染園地数 感染植物数

５月～６月 230園地 4,489本 8園地 11本

実施時期 防除実施園地数 防除実施植物数

１０月（秋季）および２月（春季） 191園地 4,077本

農 協 名 期首融資残額 期 中 融 資 額 期 中 償 還 額 期末融資残高 利子補給額

西 東 京 農 業

協 同 組 合

(3)

518

(0)

0

(3)

136

(3)

382 4

期 日 開催場所 出席者数 内 容

8.7 市役所 10人
(1)農業経営改善計画等実施事業補助金について

(2)広域認定農業者の意見聴取について

3.19 市役所 8人

(1)農業経営改善計画（認定農業者）の認定について

(2)青年等就農計画（認定新規就農者）の認定について

(3)農業経営改善計画等実施事業補助金について
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（歳出 6 農林水産業費）

ウ 農業経営改善計画等実施事業補助金

認定農業者・認定新規就農者が行う農業経営改善計画等を推進する事業に対し

補助を行った。

(3) 青梅市農業次世代人材投資資金交付金

(4) 青梅市新規就農者育成総合対策資金交付金

(5) 青梅市地域農業経営基盤強化促進計画検討会

会議開催状況

(6) 地域計画策定

農業の担い手の高齢化や農業者の減少が続き、耕作放棄地の拡大等が懸念される

中で、地域の農地を保全し適切な利用を図るため、地域での話し合いにより目指す

べき将来の農地利用の姿を明確化する地域農業経営基盤強化促進計画を、今寺・藤

橋地区、小曾木・富岡地区および今井地区で策定した。

８ 市民農園経費

(1) 市開設農園

(2) 農家開設農園 （単位：箇所、㎡、区画、人）

件 数 事 業 費 補 助 金 額

7件 1,169千円 525千円

交付対象者数 交 付 金 額 交 付 目 的

3人 2,895 千円
経営開始直後の新規就農者に対して農業次世代人材投資

資金を交付し、就農意欲の喚起と就農後の定着を図る。

交付対象者数 交 付 金 額 交 付 目 的

5人 7,875 千円

経営開始直後の新規就農者に対して新規就農者育成総合

対策資金を交付し、就農意欲の喚起と就農後の定着を図

る。

期 日 開催場所 出席者数 内 容

7.11 市役所 11人
(1)地域計画策定地区について

(2)今後のスケジュールについて

12.25 市役所 9人
(1)地域計画（案）および目標地図（案）について

(2)令和７年度の地域計画策定地区について

農 園 数 面 積 区 画 数 利 用 者 数

16か所 18,045.75㎡ 762区画 個人 746人 団体 １団体

種 類 農 園 数 面 積 区 画 数 利 用 者 数

農 業 体 験 農 園 1 1,342 8 8

農家開設型市民農園 8 10,921 103 63
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９ 農業振興地域整備促進経費

(1) 青梅市農業振興地域整備促進協議会

会議開催状況

(2) 農業振興地域および農用地区域の面積 （単位：ha）

10 環境保全型農業推進経費

減農薬等栽培推進事業

（東京都エコ農産物認証農家が購入する優良たい肥購入費補助）

11 小規模土地改良事業経費

水土里保全活動支援事業費補助金 （単位：千円）

期 日 開 催 場 所 出席者数 内 容

― 書 面 開 催 10人 農業振興地域内農用地除外に伴う意見の聴取について

3.19 市 役 所 8人
農業振興地域内農用地調査結果および利用権等の設定につ

いて

地 域 区 分
農 業 振 興

地 域 面 積

農 用 地 区 域 面 積

６年度末

内 訳

農 地 採草放牧地 混 牧 林 地
農 業 用

施 設 用 地

霞台地畑地区 104.8 43.8 43.8 0 0 0

霞 水 田 地 区 26.5 24.5 24.5 0 0 0

小曾木・成木

丘 陵 地 区
426.1 46.2 45.1 0 0 1.1

三田山麓地区 198.6 7.9 7.9 0 0 0

合 計 756.0 122.4 121.3 0 0 1.1

交 付 団 体 農 家 件 数 購 入 金 額 補 助 金 額

青 梅 市 そ さ い 振 興 会

有 機 農 業 部 会
9件 1,100千円 439千円

活 動 組 織 活 動 内 容
負 担 区 分

都補助金 市補助金

天皇塚水田保全会

農用地、水路、農道等の地域

資源の基礎的な保全管理活動
355 118

施設の長寿命化のための活動 287 96

大蔵野水田保全会

農用地、水路、農道等の地域

資源の基礎的な保全管理活動
404 344

地域共同による施設の軽微な

補 修 お よ び 農 地 の 保 全 活 動
50 16

施設の長寿命化のための活動 102 34

木 野 下 田 ん ぼ を

愛 す る 会

農用地、水路、農道等の地域

資源の基礎的な保全管理活動
89 30

地域共同による施設の軽微な

補 修 お よ び 農 地 の 保 全 活 動
51 17

施設の長寿命化のための活動 115 39
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（歳出 6 農林水産業費）

12 都市農業経営力強化事業経費

都市農業経営力強化事業費補助金 （単位：千円）

13 畜産振興経費

(1) 家畜伝染病予防接種事業補助金 （単位：千円）

(2) 家畜飼養環境改善指導事業補助金 （単位：千円）

活 動 組 織 活 動 内 容
負 担 区 分

都補助金 市補助金

乙 黒 水 田 保 全 会

農用地、水路、農道等の地域

資源の基礎的な保全管理活動
66 23

施設の長寿命化のための活動 86 29

合 計 1,605 746

事業実施主体 事業内容 事業費
負 担 区 分

都補助金 市補助金 事業主体

認 定 農 業 者

パイプハウス 1棟

甘藷洗浄機 1台

保冷庫 2台

6,875 4,156 1,046 1,673

認 定 新 規 就 農 者

パイプハウス 2棟

出荷調整作業用ガレージ 1棟

草刈機 1台

ミニ耕耘機 1台

背負動噴 1台

低温貯蔵庫 1台

自動販売機 1台

10,164 6,359 1,059 2,746

認 定 新 規 就 農 者

パイプハウス 1棟

トラクター 1台

管理機マルチャーセット 1台

ハンマーナイフモア 1台

12,597 8,534 1,422 2,641

合 計 29,636 19,049 3,527 7,060

事 業 主 体 対 象 家 畜 伝 染 病 名 事 業 費
負 担 区 分

市補助金 事業主体

青 梅 市 畜 産 振 興 会
牛（24頭） 牛 炭 疽

95 28 67
鶏（17,500羽） ニューカッスル病

事 業 主 体 事 業 内 容 事 業 費 市 補 助 金

青 梅 市 畜 産 振 興 会
畜 舎 巡 回 指 導 調 査 の 実 施

消 毒 用 の 消 石 灰 の 配 布
175 175
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(3) 畜産経営近代化促進事業補助金 （単位：千円）

○ 農 業 施 設 費 （ １３，４６６，０５５円） ［公園緑地課］

花木園管理経費

１ 花木園駐車場の有料駐車状況

２ 施設管理業務委託 （単位：千円）

事 業 主 体 事 業 種 目 事 業 内 容 事 業 費
負 担 区 分

市補助金 事業主体

青 梅 市 畜 産 振 興 会

乳牛改良事業
乳牛導入事業

（1頭）
600 120 480

乳牛育成預託

事業

乳牛預託事業

（1頭）
96 19 77

環境整備事業 畜舎修繕(2か所) 2,045 441 1,604

合 計 2,741 580 2,161

期 間 有 料 駐 車 台 数

４、５、９～11、３月の土・日曜日および祝日
普 通 車 大 型 車

4,466台 ２台

委 託 名 称 受 注 者 契約金額 委 託 内 容 契約期間

施設清掃管理等業務委託
(公社 )青梅市シルバ

ー人材センター
9,501

管理、清掃、施肥、

芝刈、薬剤散布、

雑草駆除等

4.1

～3.31

花 壇 等 管 理 業 務 委 託

ほ か ２ 件
930

地ごしらえ、花苗植

え付け ほか

合 計 ４件 10,431
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（歳出 6 農林水産業費）

林 業 費 １５９，３５７，４９０円

○ 林 務 費 （ １５９，３５７，４９０円） ［農林水産課］

１ 森林整備推進協議会経費

青梅市森林整備推進協議会

会議開催状況

２ 林業振興経費

(1) 青梅市森林ボランティア育成講座

森林ボランティアの育成および組織化を図ることを目的として、平成22年度から

市民等の他に、交流協定を結んでいる杉並区民を受け入れ、森林の手入れ方法等の

実習講座を開催した。運営にあたっては、ＮＰＯ法人青梅林業研究グループに業務

委託を行った。

第14期講座受講者 27人

(2) 森林経営管理制度

森林の経営や管理を図ることを目的として森林経営管理制度が創設された。これ

を受けて、東京都および関係市町村において東京都森林経営管理制度協議会を設置

し、森林経営管理法に基づく意向調査業務を実施した。

事業実施状況 （単位：千円）

期 日 開 催 場 所 内 容

7.22 市役所
森林環境譲与税について

森林経営管理制度について

2.26 市役所
森林環境譲与税について

森林経営管理制度について

回 数 開 催 期 間 実 施 場 所 開 催 内 容

全10回 ５ 月 ～ ３ 月

（８月を除く）

【座学】

市役所

【見学】

「青梅の杜」FSC 認証森林

（株式会社多摩農林管理森林）

多摩木材センター協同組合

（有）浜中材木店

東京都森林組合

【体験実習】

青梅の森

桑久保山林

座学

林業関連施設等見学

下草刈り

枝打ち

除伐

間伐

作業道作成・修繕

地拵え

植林

名 称 金 額

東京都森林 経営管理制度 協議会負担金 1,089
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（3）ナラ枯れ危険木伐採費用補助金

ナラ枯れによる、落枝や倒木などによる人的被害のおそれのある危険木の伐採費

用の一部を補助する制度を創設し、危険木の伐採を推進し、ナラ枯れの被害の拡大を抑

制した。

事業実施状況 （単位：千円）

３ 松くい虫防除実施経費

事業実施状況 （単位：千円）

４ 治山林道振興経費

施設管理委託 （単位：千円）

５ 多摩森林再生推進事業経費

東京都環境局から委託を受け、森林が本来持っている公益的機能の維持・回復のた

め、手入れの遅れているスギ、ヒノキの人工林に対して、３割の間伐を実施するとと

もに、すでに本事業で間伐を行った森林を対象に、水の浸透機能の回復と下層植生の

繁茂の促進を目的に枝打ちを行った。間伐については、新規間伐に加えて１回目の間

伐から12～13年目を迎えた森林を対象に２回目の間伐を実施した。

（単位：ha、千円）

名 称 金 額

青梅市ナラ 枯れ危険木伐 採費用補助金 5,519

委 託 名 称 事 業 量 地 区 名 契 約 金 額 受 注 者 契 約 期 間

松くい虫防除

業 務 委 託

薬剤樹幹

注 入
495.25m3 永 山 丘 陵 一 帯 5,993 ㈱ 三 商 1.16～3.14

伐倒駆除 25.50m3 永 山 丘 陵 一 帯 561 ㈱ 三 商 1.16～3.14

合 計 6,554

委 託 名 称 委 託 内 容 契 約 金 額 受 注 者 契 約 期 間

林道施設管理

業 務 委 託

成木二本竹地区２路線

総延長距離2,773ｍの管理
87

二 本 竹

共 済 会

4.1～3.31

柚木地区３路線

総延長距離1,778ｍの管理
130

柚 木 生 産

森 林 組 合

上記を除く市内35路線

総延長距離30,864ｍの管理
2,948

東 京 都

森 林 組 合

他 ２ 社
森林管理巡視

業 務 委 託

森林の汚染、林道施設の状況および伐

採等森林の施業状況把握のための巡視

合 計 3,165

業務名 地 区 実施面積 契約金額 受 注 者 契約期間

間

伐

業

務

新規 黒沢 0.49
3,370 ユニバーサル林業㈱

8.22

～3.10二回目 黒沢、成木 2.04

二回目 和田町、梅郷 1.96 2,029 林究
8.5

～3.10
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（歳出 6 農林水産業費）

業務名 地 区 実施面積 契約金額 受 注 者 契約期間

間

伐

業

務

新規 沢井、小曾木 3.58
11,472 ㈲福田製作所

8.2

～3.10二回目 沢井、柚木町 5.76

新規 和田町 0.11
3,610 ㈱山恵

8.14

～3.10二回目 成木、柚木町 2.61

新規 成木、根ヶ布、御岳 16.50

35,486 東京都森林組合
8.30

～3.10二回目

御岳、小曾木、成木、

和田町、柚木町、梅

郷、沢井、富岡、畑中

18.98

新規 成木 1.52 1,545
㈱ 東 京 チ ェ ン ソ

ーズ

8.8

～3.10

新規 二俣尾 2.72 2,610 八木造林
8.7

～3.10

新規 駒木町 0.35 451 杣守
9.5

～3.10

二回目 小曾木 0.39 237 ㈲三幸
8.28

～3.10

合 計 57.01 60,810

枝
打
ち
業
務

沢井、御岳本町 0.34 840 ㈲福田製作所
8.2
～3.10

黒沢 0.19 353 ユニバーサル林業㈱
8.22

～3.10

御岳、森下町 3.21 7,365 東京都森林組合
8.30

～3.10

小曾木 0.06 109 ㈱山恵
8.14

～3.10

成木 5.29 9,165
㈱ 東 京 チ ェ ン ソ

ーズ

8.8

～3.10

二俣尾 0.53 1,298 八木造林
8.7

～3.10

二俣尾 1.15 2,367 小林林業
12.23

～3.10

合 計 10.77 21,497
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６ シカ被害防止対策事業経費

東京都の「多摩の裸山（シカ被害地）のみどり復活プロジェクト」にもとづき、有

害鳥獣被害の中で、中山間地農業および林業の双方に顕著な被害をもたらすシカ被害

について特化した事業として、農地に出没するシカの捕獲を行う有害鳥獣捕獲のほか、

森林内に出没するシカの捕獲を行う有害鳥獣緊急捕獲を行った。

また、シカによる森林被害の防止を目的に設置したシカ防護柵について、その効果

維持を図ることを目的として、シカ防護柵の巡視点検を行った。

(1) 有害鳥獣捕獲 （単位：頭）

(2) シカ防護柵巡視点検 （単位：千円）

水 産 業 費 ７６５，０３９円

○ 水 産 業 費 （ ７６５，０３９円） ［農林水産課］

内水面漁業振興対策事業経費

１ 内水面漁業振興対策事業費補助金

東京都内水面漁業環境活用施設整備事業費補助金を活用し奥多摩漁業協同組合が実

施した、奥多摩川の歴史・釣りのルール・生態などを紹介するパンフレットの作成に

対し経費の一部補助を行った。

（単位：千円）

２ 江戸前アユ増殖事業補助金

江戸前アユ増殖事業補助金は、東京湾から遡上する天然アユ（江戸前アユ）の増殖

を図るため、東京都内水面漁業組合連合会が実施する遡上アユ稚魚の汲み上げ放流の

費用を補助することで、内水面漁業の振興を図り地域を活性化する事業である。

令和６年度は、遡上量少なく捕獲出来ず未実施となった。

種 別 時 期 捕 獲 頭 数

有害鳥獣捕獲（ニホンジカ） 通年 57

有害鳥獣緊急捕獲（ニホンジカ） 通年 67

合 計 124

委 託 業 務 名 地 区 件 数 延長距離 契約金額 受 注 者 契約期間

シ カ 防 護 柵 巡 視

点 検 業 務 委 託

成 木

７ 丁 目
4件 1,380ｍ 1,111

東 京 都

森林組合
4.1～3.31

事業実施主体 事 業 内 容 事業費
負 担 区 分

都補助金 市補助金 事業主体

奥 多 摩 漁 業

協 同 組 合

パ ン フ レ ッ ト 作 成

（奥多摩川の楽しい魚釣り）
865 648 108 109
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